
会
員
の
み
な
さ
ん
お
元
気
で
す
か
。 

 

立
冬
も
す
ぎ
、
急
に
寒
く
な
り
ま
し

た
。
風
邪
な
ど
ひ
か
な
い
よ
う
体
調
管

理
に
は
充
分
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。 

 十
月
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
ご
苦
労
様

で
し
た
。 

会
員
五
十
九
名
の
参
加
に
よ
り
、
市

役
所
周
辺
、
や
す
ら
ぎ
周
辺
、
旧
東
中

学
校
の
草
刈
・
剪
定
を
行
い
ま
し
た
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
後
の
昼
食
会
は

会
員
同
士
で
楽
し
い
交
流
が
で
き
ま
し

た
ね
。 

 
 

（
昼
食
会
の
風
景
） 

 
 

 

 

室
戸
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

平
成
二
十
三
年 

十
一
月
発
行 

二
号 

 

会
員 

か 

わ 

ら 

版 
 

親
睦
会
（
忘
年
会
） を

し
ま
し
ょ
う
‼ 

会
員
さ
ん
か
ら
の
希
望
の
声
も
あ

り
、
一
層
の
交
流
を
深
め
た
く
親
睦
会

（
忘
年
会
）
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
会

員
の
皆
さ
ん
の
出
席
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。 

親
睦
会
（
忘
年
会
）日
時 

日
時 
十
二
月
九
日
（
金
） 

午
後
六
時
開
始 

会
場 

太
田
旅
館
（
室
津
港
上
） 

（
二
二
―
〇
〇
〇
四
） 

 

会
費 

男
性 

五
千
五
百
円 

 
 
 
 

女
性 

五
千
円 

 

参
加
さ
れ
る
方
は
、
十
一
月
三
十
日
（
水
） 

ま
で
に
、
会
費
を
も
っ
て
事
務
局
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

 

（
一
次
会
終
了
後
の
帰
り
の
タ
ク
シ
ー

を
用
意
し
ま
す
。
但
し
、
羽
根
・
吉
良
川
・

岬
・
佐
喜
浜
） 

余
興
も
大
歓
迎
で
す
。 

 

産
業
祭
大
盛
況 

（
産
業
祭
会
場
風
景
）  

皆
さ
ん
か
ら
の
沢
山
の
出
品
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
大
変
人

気
が
あ
り
ま
し
た
。 

（
ダ
イ
コ
ン
の
収
穫
風
景
）  

     

 

会
員
み
な
さ
ん
の
投
稿
を 

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

趣
味
の
川
柳
・
俳
句
な
ど
の
作
品
や
写
真
、

自
作
人
形
等
の
展
示
を
行
え
る
場
所
を
（
ミ
ニ

ギ
ャ
ラ
リ
）
作
り
ま
す
。 

会
員
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
願
し
ま
す
。 

事
務
局
よ
り
の
お
願
い 

 

シ
ル
バ
ー
活
動
時
に
着
用
す
る
ユ
ニ
ホ
ー

ム
（
黄
色
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
）
の
購
入
を
お
願
い

し
ま
す
。 

サ
イ
ズ
見
本
を
事
務
局
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。 

           

   

モネの庭のスイレ

ンパートⅡ 

 

崎山 

仙頭美孝さんの作

品です。 

ススキの手芸品 

 

 

吉良川町 

松本愛子さんの

作品です。 

ジオ写真コンテス

トの室戸ジオパー

ク賞作品です。 

室戸岬町 

中山 薫さんの作品

です。 

 

 
 


